
 

① 宿題 
 (例) 出された課題をする。 

 

②自主学習 
・音読 

 (例) くり返し声に出して読む。 

・復習 

 (例) 自学ノートにまとめなおす。 

・練習問題 

 (例) 苦手な問題をくり返し練習する。 

西中校区 

三校連携推進委員会 

家庭学習の手引き 
 

～ 進んで学習する 

子どもを育むために ～ 
○毎日、取り組む時間を決めて 

 

○ダラダラせずに、てきぱきと 

 

○用事がある時は、計画的に 
 

○かたづいた場所で 

 

○テレビ・おやつ等(ながら勉強)は厳禁 

 

○マンガ・ゲームに目が向かない場所で 

○がんばりを認め、ほめる、はげます 

 

○あせらず、じっくり、成長を信じて 

 

○子どもの成長とともに 

 (一緒に➡確かめ➡見届け➡見守り) 

効果的な家庭学習への 

３つのポイント 

 
時間を決めて 

 

集中できる環境で 

に 

 

適切な言葉かけで 

に 

 

① 一緒に（低学年） 
子どもの学習の様子を把握し、できる

だけ一緒に学習に取り組みましょう。 

 

② 確かめる（中学年） 
宿題や持ち物の点検など手助けと応援

をしましょう。 

 

③ 見届ける（高学年） 
子どもの話をよく聞き、成長を見届け

ましょう。的確なアドバイスは自主性

を伸ばします。 

 

④ 見守る（中学生） 
共感しながら話を聞く時間をもち、励

ましながら成長を見守りましょう。 

家庭学習の内容 

 

保護者の支援 
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学  校  の  宿  題  を 

○自ら考え、正しく判断し、実践できる子ども 

○自他の人権を尊重し、いじめを許さない子ども 

○心身ともにたくましく、自分の進路を切り開く子ども 

○「明るい未来」をつくります 
西中校区の家庭と学校が手を携えること

が大切です。子どもの明るい未来を一緒に

創りましょう。 

 

○「学力」が向上します 
学校は、基礎学力を高める努力をしていま

す。家庭との連携によって、その成果を何

倍にも高めることができます。 

 

○「脳」が鍛えられます 
 脳も手足の筋肉と同じように、毎日、繰

り返し使うことで、脳が発達します。 

 

○「学ぶ習慣」が身につきます 
 いろいろなことに興味をもち、本を読ん

だり書いたりできる。それが「学ぶ習慣」

です。将来を「生きぬく力」です。 

 

○「心」が強くなります 
 テレビやゲーム、SNSの誘惑に打ち勝つ

強い心、我慢強く続ける根気や集中力を

身につけることができます。 

 

○「家族の絆」を深めます 
 「～しなさい。」といった命令の声かけ(ユ

ーメッセージ)よりも、「～できて(私は)うれし

い。」といった認める声かけ(アイメッセージ)の

ほうが、子どもの自信とやる気を育て、

家族の絆が深まります。 

三校連携がめざす 

子どもの姿 

決められたこと 

をきちんと 

低学年 

何のためにする

のかはっきりと 
計画的に 

宿題 

自主

学習 

こ
ん
な
や
り
方
で 

学
習 

不得意な内容や 

興味のある内容 

20 

分 

30 

分 

40 

分 

50 

分 

60 

分 

70 

分 

80

分 

90

分 

一緒に 確かめる 

ほめる・認める・勇気づける 

自分から始める 

復習を中心に 

見届ける 見守る 

家庭学習の効果 家庭学習を通してめざす子どもの姿 

決めた時間を守る・最初は宿題をする・ながら勉強はしない 

○めあてに向かって進んで学習する子ども 

○学ぶ習慣が身についた子ども 

○基礎・基本が身についた子ども 

 
 

家庭学習で育つ 

子どもの姿 

こんな 

子どもに 

約束 

この位の 

時間で 

こんな 

支援で 

中学年 高学年 中学生 


